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は
じ
め
に―

基
礎
的
事
項
の
把
握
も
か
ね
て―

　
「
舞
姫
」
の
初
出
は
一
八
九
〇
年
一
月
三
日
発
行
の
『
国
民
之
友
』
第
六
巻

第
六
九
号
新
年
付
録
『
藻
塩
草
』、
後
、『
国
民
小
説
』『
美
奈
和
集
』『
塵
泥
』

に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
本
文
相
互
に
は
異
同
が
あ
り
、
現
存
す
る
草
稿
で
す
ら

雑
誌
初
出
の
も
の
と
異
な
る
部
分
が
い
く
つ
か
み
ら
れ
る
。
ま
た
そ
の
文
体
は

雅
文
体
、
構
成
は
一
人
称
回
想
形
式
を
と
る
。
全
集
本
は
も
っ
と
も
早
い
も
の

で
一
九
二
三
年
二
月
〜
一
九
二
七
年
一
〇
月
（
普
及
版
一
九
二
九
年
六
月
〜
一

九
三
一
年
一
一
月
）
の
刊
行
会
版
が
、
ま
た
岩
波
第
一
次
版
は
一
九
三
六
年
六

月
〜
一
九
三
九
年
一
〇
月
に
刊
行
さ
れ
、
こ
れ
は
第
二
次
（
一
九
五
一
年
六
月

〜
一
九
五
六
年
二
月
）、
第
三
次
（
一
九
七
一
年
一
一
月
〜
一
九
七
五
年
六

月
）
と
版
を
重
ね
、
本
稿
で
底
本
と
し
て
い
る
第
三
次
版
第
三
八
巻
に
は
初
出

本
文
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　

嘉
部
嘉
隆
氏
の
調
査
に
よ
れ
ば
、「
舞
姫
」
に
つ
い
て
の
研
究
論
文
は
「
発

表
さ
れ
て
か
ら
、
す
で
に
百
年
に
垂
ん
と
し
て①
」
お
り
、
一
九
八
七
年
の
段
階

で
「
七
百
編
を
越
え
、
な
お
毎
年
数
十
編
の
論
が
発
表
さ
れ
て
も
い
る①
」
と
い

う
。

　

鷗
外
は
シ
ロ
ウ
ト
泣
か
せ
の
文
豪
で
あ
る
。

　

そ
れ
は
膨
大
な
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
い
ま
だ
に
こ
の

作
品
を
ど
う
扱
う
か
と
い
う
基
本
的
な
問
題
に
つ
い
て
は
、
定
ま
っ
た
と
こ
ろ

が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
研
究
の
傾
向
と
し
て
は
、
一
度
は
封
建
制
と
近
代
的
自

我
の
相
克
を
み
る
巨
視
的
な
論
が
活
発
化
し
た
も
の
の
、
い
ま
は
む
し
ろ
作
品

と
鷗
外
の
私
的
側
面
と
を
接
近
さ
せ
て
考
え
る
方
向
に
転
じ
て
い
る
。
本
稿
で

も
、「
舞
姫
」
は
鷗
外
の
留
学
そ
し
て
そ
の
周
辺
の
事
件
と
関
連
あ
る
も
の
と

考
え
た
う
え
で
、「
舞
姫
」
と
そ
の
関
連
作
に
登
場
す
る
人
物
に
与
え
ら
れ
た

「
白
」、「
黒
」、
そ
し
て
「
灰
色
」
と
い
う
一
連
の
色
彩
を
め
ぐ
っ
て
、
試
論
を

森
鷗
外
「
舞
姫
」
試
論

―

「
白
」
と
「
黒
」
そ
し
て
「
灰
色
」
を
め
ぐ
る
経
緯―

濱　
　

田　
　

真 

由 

美
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展
開
し
て
み
た
い
。
ち
な
み
に
本
稿
で
は
、
小
説
中
の
ヒ
ロ
イ
ン
の
名
は
「
エ

リ
ス
」
と
記
し
、
実
在
の
女
性
に
つ
い
て
は
「
エ
リ
ー
ゼ
」
と
記
し
て
、
こ
れ

を
区
別
す
る
。一

、「
舞
姫
」
周
辺
の
諸
事
情

　

一
八
八
四
年
六
月
一
七
日
、
当
時
陸
軍
二
等
軍
医
で
あ
っ
た
鷗
外
は
明
治
政

府
よ
り
「
赴
徳
国
修
衛
生
学
兼
詢
陸
軍
医
事②
」
を
命
ぜ
ら
れ
、
同
年
八
月
二
四

日
、
穂
積
八
束
、
宮
崎
道
三
郎
ら
九
名
と
と
も
に
フ
ラ
ン
ス
船
メ
ン
ザ
レ
ー
号

に
の
り
こ
み
、
横
浜
港
を
あ
と
に
し
た
。
鷗
外
、
二
二
歳
の
こ
と
で
あ
る
。

―

一
行
は
一
路
イ
ン
ド
洋
を
経
て
、
約
二
ヵ
月
後
の
一
〇
月
一
一
日
ド
イ
ツ

に
到
着
す
る
。
以
後
鷗
外
は
橋
本
軍
医
官
の
言
葉
に
従
い
、
ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ
、

ド
レ
ス
デ
ン
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
を
回
り
、
そ
し
て
ベ
ル
リ
ン
の
地
に
至
る
こ
と
に

な
る
。
鷗
外
が
こ
の
留
学
を
終
え
て
再
び
横
浜
港
に
帰
港
し
た
の
は
一
八
八
八

年
九
月
八
日
。
横
浜
港
出
発
の
日
か
ら
、
実
に
四
年
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

鷗
外
帰
国
の
際
、
彼
を
追
っ
て
来
日
し
た
一
人
の
女
性
が
い
た
。
名
を
「
エ

リ
ー
ゼ
」
と
い
う
。
し
か
し
エ
リ
ー
ゼ
は
わ
ず
か
一
ケ
月
で
一
人
帰
路
に
つ
く

こ
と
と
な
り
、
鷗
外
は
こ
の
後
、
か
ね
て
よ
り
進
め
ら
れ
て
い
た
縁
談
話
を
う

け
、
一
八
八
九
年
三
月
七
日
海
軍
中
将
赤
松
則
良
男
爵
の
長
女
登
志
子
と
婚
姻

関
係
を
結
ぶ
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
こ
の
結
婚
生
活
は
長
く
は
続
か
ず
、
翌
年

一
〇
月
頃
に
は
破
局
を
迎
え
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
一
八
九
〇
年
一
月
三
日
、
鷗
外
は
当
時
著
名
な
雑

誌
で
あ
っ
た
『
国
民
之
友
』
に
一
つ
の
作
品
を
発
表
す
る
。
こ
れ
が
後
に
多
く

の
議
論
を
引
き
起
こ
し
た
彼
の
小
説
第
一
作
「
舞
姫
」
で
あ
る
。
以
後
鷗
外
は

同
年
八
月
に
「
う
た
か
た
の
記
」（「
し
が
ら
み
草
紙
」
第
一
一
号
）
を
、
翌
年

一
月
に
は
「
文
づ
か
ひ
」（「
新
著
百
種
」
第
一
二
号
）
を
矢
継
ぎ
早
に
発
表
し

て
い
く
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
、
後
に
鷗
外
の
「
ド
イ
ツ
三
部
作
」
と
も
呼
ば
れ

る
よ
う
に
な
り
、
と
り
わ
け
「
舞
姫
」
は
、
そ
の
内
容
や
取
り
上
げ
た
素
材
か

ら
、
鷗
外
の
私
小
説
と
も
読
ま
れ
う
る
も
の
、
と
し
て
迎
え
ら
れ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
鷗
外
は
、「
舞
姫
」
の
私
小
説
性
に
つ
い
て
決
し
て
多
く
を

語
り
は
し
な
か
っ
た
。

「
舞
姫
」
は
事
実
に
拠
つ
て
書
い
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
能
く
あ
ゝ

い
ふ
話
し
は
あ
る
も
の
で
す
。

（「
作
家
苦
心
談
（
其
十
二
）
鷗
外
漁
史
が
『
う
た
か
た
の
記
』『
舞
姫
』

『
文
つ
か
ひ
』
由
来
及
び
逸
話
」『
新
著
月
刊
』
第
八
号
、
一
八
九
七
年
一

一
月
三
日
）

と
、
の
べ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　

か
つ
て
長
谷
川
泉
氏
は
、
鷗
外
の
「
雁
」（
一
九
一
一
年
九
月
）
を
し
て
そ

れ
は
「
作
者
自
身
の
生
活
の
実
存
の
破
片
の
象
嵌③
」
で
あ
っ
た
と
し
、
そ
し
て

ま
た
そ
れ
が
象
嵌
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
「
鷗
外
そ
の
人
の
体
験
と
正
確
に
符
合

し
な
く
て
も
よ
い
は
ず③
」
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。
こ
れ
は
「
舞
姫
」
に
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も
い
え
る
こ
と
で
は
な
い
か
。「
舞
姫
」
は
ど
う
読
ま
れ
る
べ
き
だ
っ
た
の
か
。

　

当
時
こ
の
「
舞
姫
」
に
は
、
山
口
虎
太
郎
の
「
舞
姫
細
評④
」
な
ど
の
評
が
寄

せ
ら
れ
、
ま
た
一
八
九
〇
年
二
月
三
日
『
国
民
之
友
』
第
七
二
号
に
は
、
石
橋

忍
月
が
、
気
取
半
之
丞
と
の
変
名
で
次
の
よ
う
な
一
文
を
載
せ
て
い
る
。

太
田
な
る
も
の
は
恋
愛
と
功
名
と
両
立
せ
ざ
る
場
合
に
際
し
て
断
然
恋
愛

を
捨
て
功
名
を
採
る
の
勇
気
あ
る
も
の
な
る
や
曰
く
否
な
、
彼
は
小
心
的

臆
病
的
の
人
物
な
り

（「『
舞
姫
』
評
」『
国
民
之
友
』
第
七
二
号
、
一
八
九
〇
年
二
月
三
日
）

　

当
時
石
橋
忍
月
と
い
え
ば
、
文
芸
批
評
家
と
し
て
第
一
人
者
の
位
置
に
あ
っ

た
。
鷗
外
は
忍
月
に
対
し
、
以
後
執
拗
に
論
争
を
挑
ん
で
い
く
。「
鷗
外
の
言

い
た
か
っ
た
こ
と
は
（
中
略
）
表
現
技
法
の
問
題
で
は
な
く
、
別
の
と
こ
ろ
に

あ
っ
た⑤
」
と
は
長
谷
川
氏
の
指
摘
で
あ
る
が
、
ま
さ
に
こ
の
論
争
で
は
本
来
語

ら
れ
る
べ
き
こ
と
は
あ
ま
り
語
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
て
し
か
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。
で
は
そ
の
「
別
の
と
こ
ろ
」
と
は
何
で
あ
っ
た
か
。
そ
れ
は
鷗
外
の

私
的
側
面

0

0

0

0

に
大
き
く
関
わ
る
も
の
だ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
鷗
外
は
言
う
。

謫
天
情
仙
は
嘗
て
此
記
を
評
し
て
云
く
、
太
田
は
真
の
愛
を
知
ら
ぬ
も
の

な
り
と
。
僕
は
此
言
を
以
て
舞
姫
評
中
の
雋
語
と
な
す
。（
中
略
）
太
田

生
は
真
の
愛
を
知
ら
ず
。
然
れ
ど
も
猶
真
に
愛
す
べ
き
人
に
逢
は
ん
日
に

は
真
に
之
を
愛
す
べ
き
人
物
な
り
。

（「
舞
姫
に
就
き
て
気
取
半
之
丞
に
与
ふ
る
書
」『
し
が
ら
み
草
紙
』
第
七

号
、
一
八
九
〇
年
四
月
）

　

鷗
外
は
謫
天
情
仙⑥
の
批
評
を
「
舞
姫
」
評
の
「
雋
語
」
と
し
て
か
っ
て
い
る
。

そ
れ
は
、「
舞
姫
」
が
「
真
の
愛
」
に
深
く
関
わ
る
作
品
と
自
負
し
て
い
た
か

ら
で
は
あ
る
ま
い
か
。
実
際
こ
の
問
題
は
、
鷗
外
の
体
験
し
た
あ
る
事
件
の
読

み
と
も
深
く
関
わ
っ
て
く
る
が
、
こ
こ
で
は
「
真
の
愛
」
と
は
、
そ
れ
は
つ
ま

り
、
豊
太
郎
の
も
ち
え
な
か
っ
た
「
人
材
を
知
り
て
の
こ
ひ
」
で
あ
っ
た
と
考

え
る
。
鷗
外
は
豊
太
郎
を
し
て
こ
れ
を
「
真
の
愛
を
知
ら
ぬ
も
の
」
だ
と
指
摘

す
る
が
、
彼
が
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
た
の
は
つ
ま
り
、
鷗
外
が
「
真
の

愛
」
と
は
な
ん
た
る
か
を
知
っ
て
い
た
か
ら
で
は
な
か
っ
た
か
。
で
は
、
鷗
外

に
「
真
の
愛
」
を
知
ら
し
め
た
人
と
は
い
っ
た
い
誰
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

鷗
外
に
「
真
の
愛
」
を
教
え
た
人
。
そ
れ
は
森
家
が
鷗
外
に
説
得
づ
く
で
娶

ら
せ
、
結
局
は
破
綻
し
た
彼
の
最
初
の
妻
・
登
志
子
で
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
な

い
。
だ
と
し
た
ら
そ
れ
は
や
は
り
、
か
の
エ
リ
ー
ゼ
そ
の
人
と
い
う
こ
と
に
な

り
は
す
ま
い
か
。―

話
は
鷗
外
が
ベ
ル
リ
ン
を
後
に
し
た
頃
へ
と
さ
か
の
ぼ

る
。

　

一
八
八
八
年
七
月
五
日
、
ベ
ル
リ
ン
を
出
発
し
た
一
行
は
二
九
日
に
は
マ
ル

セ
イ
ユ
に
至
り
、
そ
こ
か
ら
フ
ラ
ン
ス
船
ア
バ
号
で
本
国
日
本
に
向
け
て
出
帆

す
る
。
し
か
し
こ
の
時
ベ
ル
リ
ン
を
発
っ
た
の
は
こ
の
一
行
だ
け
で
は
な
か
っ

た
。
ベ
ル
リ
ン
で
の
鷗
外
の
「
情
人
」
エ
リ
ー
ゼ
も
鷗
外
を
追
っ
て
同
じ
く
ド

イ
ツ
を
発
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
エ
リ
ー
ゼ
の
航
路
に
つ
い
て
は
、
今
の
と
こ
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ろ
、
鈴
木
康
治
氏⑦
の
示
さ
れ
た
ド
イ
ツ
船
ゼ
ネ
ラ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
ー
号
が
そ
の
船

だ
と
さ
れ
て
お
り
、
鷗
外
と
の
到
着
の
誤
差
わ
ず
か
四
日
、
し
か
も
鷗
外
が
マ

ル
セ
イ
ユ
を
出
航
し
た
そ
の
頃
に
は
エ
リ
ー
ゼ
は
す
で
に
「
船
上
の
人
に
な
っ

て
」
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
無
論
こ
こ
で
問
題
と
な
っ
て
く
る
の
は
、

鷗
外
が
こ
の
後
追
い
に
ど
れ
だ
け
関
わ
っ
て
い
た
か
で
あ
る
。

　

す
で
に
鈴
木
貞
美
氏⑧
の
論
に
あ
る
よ
う
に
、
当
時
、
日
本
人
が
外
国
人
と
婚

姻
関
係
を
結
ぶ
に
は
太
政
官
布
告
第
一
〇
三
号
（
一
八
七
三
年
三
月
一
四
日
公

布
）
に
よ
り
政
府
の
許
可
が
必
要
と
さ
れ
た
。
ま
た
こ
の
規
定
で
は
、
当
事
者

が
華
族
や
軍
人
で
あ
っ
た
場
合
は
、
さ
ら
に
特
別
な
許
可
が
必
要
と
さ
れ
て
い

た
。

一
、
日
本
人
外
国
人
ト
婚
姻
セ
ン
ト
ス
ル
者
は
日
本
政
府
ノ
充
許
ヲ
受
ク

ヘ
シ 

（『
太
政
官
日
誌
』
第
六
巻
﹇
御
布
告
書
﹈
第
一
〇
三
号⑨
）

　

鈴
木
禄
弥
氏
訳
の
『
ド
イ
ツ
家
族
法
』
に
よ
る
と
、
ド
イ
ツ
で
は
国
際
私
法

上
あ
る
国
で
認
め
た
婚
姻
を
他
国
で
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
、
こ
れ
を
「
跛

行
的
婚
姻hinkende Ehe

」
と
し
て
無
効
と
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る⑩
。
実
際
、

明
治
四
年
に
は
、
男
性
側
が
日
本
政
府
に
許
可
を
求
め
な
か
っ
た
が
為
に
、
自

国
の
免
状
を
携
帯
し
て
来
日
し
た
一
ド
イ
ツ
人
女
性
の
意
思
が
無
効
と
さ
れ
た

事
例
が
あ
る⑪
。
無
論
こ
の
時
代
に
も
国
際
結
婚
は
行
な
わ
れ
て
い
た
が
、
国
策

上
の
意
図
が
含
ま
れ
る
場
合
が
多
く
、
陸
軍
の
場
合
で
も
こ
れ
を
と
く
に
禁
ず

る
規
定
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
し
な
い
の
が
通
念
と
さ
れ
て
い
た⑫
。
ま
し
て
や

鷗
外
の
場
合
、「
森
家
に
は
政
府
の
有
力
者
を
動
か
す
力⑧
」
は
な
く
、「
仮
に
陸

軍
を
辞
す
る
こ
と
を
考
え
た
と
し
て
も
、
留
学
費
用
弁
済
の
問
題⑧
」
が
あ
っ
た
。

　

鷗
外
が
留
学
し
た
明
治
二
〇
年
代
当
時
、
留
学
生
達
の
間
で
は
所
謂
「
現
地

妻
」
を
求
め
、
帰
り
際
に
金
銭
で
話
を
つ
け
て
帰
る
と
い
う
「
慣
習
」
が
あ
っ

た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
鷗
外
の
交
際
も
や
は
り
、
彼
を
取
巻
く
事
情
か

ら
し
て
、
そ
の
よ
う
な
も
の
に
留
ま
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い

か
。
一
八
八
七
年
一
〇
月
八
日
付
の
石
黒
忠
悳
の
日
記
に
は
、
次
の
よ
う
な
一

文
が
記
さ
れ
て
い
る
。

車
中
三
人
ノ
懺
悔
話
ア
リ
奇
極
ル
依
例
森
最
モ
多
罪
石
黒
次
之
谷
口
割
合

ニ
少
な
り

（「
石
黒
忠
悳
日
記
抄（
一
）」「
鷗
外
全
集
月
報
」
三
六
、一
九
七
五
年
三
月
）

　

文
中
に
あ
る
「
懺
悔
話
」
と
は
、
現
地
で
の
女
性
関
係
を
さ
す
も
の
で
あ
ろ

う
。
こ
れ
を
み
る
限
り
、
鷗
外
も
そ
の
例
外
で
は
な
い
。
鷗
外
の
交
際
相
手
も

そ
の
交
際
の
程
度
も
、「
慣
習
」
の
域
を
出
て
い
な
か
っ
た
と
推
察
で
き
る
。

こ
の
時
点
で
は
、
鷗
外
も
豊
太
郎
と
同
じ
く
「
真
の
愛
を
知
ら
ぬ
も
の
」
だ
っ

た
。

　

一
八
八
八
年
七
月
二
七
日
の
石
黒
の
日
記
に
は
、
次
の
よ
う
な
一
文
が
あ
る
。

今
タ
多
木
子
報
曰
其
情
人
ブ
レ
メ
ン
ヨ
リ
独
乙
船
に
て
本
邦
ニ
赴
キ
タ
リ

ト
ノ
報
ア
リ
タ
リ
ト

（「
石
黒
忠
悳
日
記
抄（
三
）」「
鷗
外
全
集
月
報
」
三
八
、一
九
七
五
年
六
月
）
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石
黒
は
二
七
日
に
鷗
外
か
ら
そ
の
「
情
人
」
追
行
の
報
告
を
う
け
た
。
そ
し

て
、
同
日
記
の
前
日
二
六
日
の
「
本
日
森
ノ
書
状
来
ル
」
の
こ
の
「
書
状
」
が
、

竹
盛
天
雄
氏
の
言
う
よ
う
に
「「
エ
リ
ス
」
ま
た
は
そ
の
周
辺
か
ら
発
せ
ら
れ

た
報
告⑬
」
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
鷗
外
自
身
が
こ
の
事
態
を
知
っ
た
の
は
そ
れ

が
届
い
た
二
六
日
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
鷗
外
に
と
っ
て
こ
の
事
態
は
意
外
だ

っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。「
ま
さ
か
来
は
す
ま
い
と
思
ふ
の
が
八
分
、
来
ね

ば
い
ふ
に
も
及
ぶ
ま
い
位
に
考
へ
て
居
ら
れ
た
と
の
事
で
し
た⑭
」
と
は
鷗
外
の

妹
・
喜
美
子
の
言
で
あ
る
。
喜
美
子
の
発
言
に
は
多
少
客
観
性
を
欠
く
も
の
が

多
い
が
、
真
杉
秀
樹
氏
の
言
わ
れ
る
よ
う
に
、「
そ
の
直
接
話
法
の
言
葉
に
表

れ
て
い
る
意
志
と
ト
ー
ン
は
あ
る
程
度
真
実
の
響
き
を
伝
え
て⑮
」
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
一
八
八
八
年
九
月
一
二
日
、
遂
に
エ
リ
ー
ゼ
は
来

日
す
る
。
二
人
の
間
の
事
情
は
ど
う
あ
れ
、
実
際
に
エ
リ
ー
ゼ
が
渡
航
す
る
際

に
問
題
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
そ
の
費
用
で
あ
る
。
冨
崎
逸
夫
氏
の
調
査⑯

に
よ
る
と
、
渡
航
に
要
し
た
費
用
は
約
四
五
〇
ド
ル
（
六
〇
〇
円
）
相
当
。
石

黒
の
日
記
に
よ
れ
ば
、
一
八
八
八
年
一
月
時
点
で
の
円
と
マ
ル
ク
の
為
替
相
場

が
一
銭
＝
四
ペ
ニ
ヒ
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
は
だ
い
た
い
二
四

〇
〇
マ
ル
ク
相
当
と
な
る
。
最
近
で
は
こ
の
よ
う
な
問
題
も
含
め
エ
リ
ー
ゼ
を

中
産
階
級
の
出
だ
っ
た
と
す
る
説
も
あ
る
が
、
そ
う
で
な
く
と
も
方
法
は
あ
っ

た
。「
手
切
れ
金
」
で
あ
る
。
渡
航
費
は
「
林
太
郎
か
ら
も
ら
っ
た
手
切
金
」

だ
っ
た
可
能
性
を
最
初
に
指
摘
さ
れ
た
の
は
星
新
一
氏⑰
で
あ
る
が
、
金
額
に
よ

っ
て
は
そ
れ
で
渡
航
費
用
を
賄
う
こ
と
も
で
き
た
こ
と
に
な
る
。
一
八
八
六
年

七
月
一
五
日
付
の
日
記
に
は
次
の
よ
う
な
一
文
が
あ
る
。

独
乙
の
法
、
一
児
の
養
育
料
は
大
概
一
時
二
千
麻

0

0

0

を
投
じ
て
足
る
。
留
学

生
の
如
き
、
此
資
力
な
く
し
て
醜
を
遺
す
な
ら
ん
。（
傍
点
引
用
者
） 

 

（「
独
逸
日
記
」『
鷗
外
全
集
』
第
三
五
巻
）

　
「
醜
」
が
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
事
を
い
う
の
か
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い

が
、
前
掲
の
『
ド
イ
ツ
家
族
法⑩
』
に
よ
る
と
、「
婚
外
子
」
の
「
扶
養
義
務
」

は
法
的
に
定
め
ら
れ
て
お
り
、「
子
の
成
年
到
達
ま
で
は
、
少
な
く
と
も
通
常

0

0

扶
養
料

0

0

0Regelunterhalt

を
支
払
う
べ
き
こ
と
」（
傍
点
引
用
者
）、
こ
れ
が
怠

ら
れ
た
場
合
は
「
訴
え
が
可
能
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
み
れ
ば
、
お
お
よ
そ
の
見

当
は
つ
く
。
鷗
外
の
場
合
も
や
は
り
こ
の
「
慣
習
」
の
仕
来
り
に
従
っ
た
で
あ

ろ
う
。
鷗
外
か
ら
す
れ
ば
、
そ
れ
は
こ
じ
れ
れ
ば
「
醜
」
と
な
り
、「
恥
」
と

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

な
る
よ
う
な
関
係
と
認
識
さ
れ
て
い
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
醜
聞
を

「
恥
」
と
し
た
鷗
外
の
こ
と
で
あ
る
、
相
応
額
は
用
意
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
た
だ
そ
こ
で
問
題
な
の
は
、
鷗
外
が
金
銭
の
支
払
い
の
意
図
を
エ
リ
ー
ゼ

に
明
確
に
伝
え
て
い
た
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
星
氏
が
「
金
を
渡

し
た
は
い
い
が
、
話
を
は
っ
き
り
つ
け
な
か
っ
た⑰
」
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
さ

れ
た
よ
う
に
、
不
明
瞭
な
も
の
で
あ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
れ
が
エ
リ

ー
ゼ
に
誤
解
を
与
え
た
。
す
な
わ
ち
彼
女
は
そ
の
額
面
か
ら
そ
れ
を
日
本
へ
の
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渡
航
費
用
と
理
解
し
、
実
行
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

　

エ
リ
ー
ゼ
の
渡
日
理
由
に
つ
い
て
、
一
つ
に
は
鷗
外
と
の
間
の
金
銭
的
な
ト

ラ
ブ
ル
（
つ
ま
り
慰
謝
料
額
の
異
議
申
立
て
な
ど
）
が
あ
っ
た
ケ
ー
ス
も
考
え

ら
れ
る
が
、
そ
の
見
方
は
一
〇
月
四
日
の
小
金
井
良
精
日
記
の
「
一
二
時
、
教

室
を
出
て
築
地
西
洋
軒
に
至
る
。
林
太
郎
氏
の
手
紙
を
持
参
す
。
こ
と
敗
る

0

0

0

0

。

た
だ
ち
に
帰
宅⑰
。」（
傍
点
引
用
者
）
と
い
う
記
述
が
明
ら
か
に
否
定
し
て
い
る
。

こ
の
「
こ
と
敗
る
」
と
は
、
す
で
に
山
崎
国
紀
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

鷗
外
が
そ
の
自
己
呵
責
の
念
か
ら
「
少
し
で
も
慰
謝
料
を
エ
リ
ー
ゼ
に
渡
し
た

い
と
い
う
気
持
ち
を
書
い
た
「
手
紙⑱
」」
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の

申
し
出
を
峻
拒
し
た
エ
リ
ー
ゼ
の
態
度
は
、
明
ら
か
に
、
彼
女
が
そ
の
よ
う
な

0

0

0

0

0

つ
も
り
（
金
銭
目
的
）
で
来
日
し
た
わ
け
で
は
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

こ
と
が
示
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
つ
ま
り
エ
リ
ー
ゼ
は
純
粋
に
、
そ
の
関
係
の
存
続
を
目
的
と
し
て
来
日

し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
事
態
は
彼
女
の
予
期
せ
ぬ
顛
末

を
迎
え
る
こ
と
と
な
る
。

　

従
来
の
研
究
で
は
、
こ
の
来
日
し
た
エ
リ
ー
ゼ
に
鷗
外
が
直
接
会
っ
た
か
ど

う
か
に
つ
い
て
度
々
議
論
さ
れ
て
き
た
が
、
星
氏
が
そ
の
祖
父
の
日
記
を
紹
介

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、「
少
な
く
と
も
築
地
精
養
軒
で
二
度
は
彼
女
と
会
っ
て

い
た⑰
」
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
話
が
拗
れ
そ
う
な
現
場
に
鷗
外
本
人

が
出
向
い
た
の
は
つ
ま
り
両
人
で
し
か
話
せ
ぬ
誤
解
が
そ
こ
に
あ
っ
た
か
ら
で

あ
ろ
う
。
と
に
か
く
、
両
者
の
間
に
あ
っ
た
行
違
い

0

0

0

は
、
こ
こ
で
な
ん
ら
か
の

決
着
を
み
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

結
局
エ
リ
ー
ゼ
は
、
精
養
軒
に
約
三
五
日
間
滞
在
し
た
後
、
一
人
ド
イ
ツ
船

ゼ
ネ
ラ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
ー
号
で
帰
国
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
エ
リ
ー
ゼ
の
発
つ
日
、

事
態
の
折
衝
役
で
あ
っ
た
良
精
と
と
も
に
横
浜
の
桟
橋
に
見
送
り
に
い
っ
た
鷗

外
は
、
こ
こ
で
生
涯
忘
れ
得
ぬ
女
性
の
姿
を
み
る
こ
と
と
な
る
。
そ
れ
は
傍
目

か
ら
は
「
少
し
の
憂
ひ
も
見
え
」
ぬ
ほ
ど
毅
然
と
し
た
態
度
で
見
送
り
を
う
け

る
、
船
上
の
エ
リ
ー
ゼ
の
姿
で
あ
っ
た
。
鷗
外
が
こ
の
時
、
そ
の
エ
リ
ー
ゼ
の

姿
に
何
を
思
っ
た
か
は
知
る
由
も
な
い
。
し
か
し
、「
舞
姫
」
の
ラ
ス
ト
を
彩

る
「
人
知
れ
ぬ
恨0

」
の
意
識
に
は
、
こ
の
女
性
の
姿
の
中
に
己
の
も
ち
え
な
か

っ
た
一
途
な
「
真
の
愛
」
を
ま
の
あ
た
り
に
し
、
己
が
そ
の
よ
う
な
も
の
を
も

ち
え
ぬ
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
自
覚
さ
せ
ら
れ
た
鷗
外
の
、
深
い
痛
恨
が
反
映
さ

れ
て
い
る
で
は
あ
る
ま
い
か
。
忍
月
へ
の
反
論
の
中
で
、
鷗
外
が
豊
太
郎
を
し

て
「
真
の
愛
を
知
ら
ぬ
も
の
」
だ
と
指
摘
し
た
の
は
、
鷗
外
が
そ
の
よ
う
な

「
真
の
愛
」
を
知
る
機
会
が
あ
っ
た
か
ら
で
、
ま
た
そ
れ
を
「
真
に
愛
す
べ
き

人
に
逢
は
ん
日
に
は
真
に
之
を
愛
す
べ
き
人
物
」
で
も
あ
る
と
し
た
の
は
、
実

際
に
鷗
外
が
「
真
に
愛
す
べ
き
人
」
を
み
る
こ
と
が
あ
っ
た
か
ら
で
は
あ
る
ま

い
か
。
つ
ま
り
鷗
外
は
こ
の
事
件
を
機
に
エ
リ
ー
ゼ
の
「
真
の
愛
」
を
知
り
、

そ
し
て
彼
女
の
中
に
「
真
に
愛
す
べ
き
人
」
の
姿
を
み
た
の
で
あ
る
。
鷗
外
が

生
涯
こ
の
女
性
の
こ
と
を
胸
中
忘
れ
か
ね
て
い
た
は
、
そ
れ
ゆ
え
の
こ
と
で
は

な
か
っ
た
か
。
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二
、
エ
リ
ス
の
原
像

　

こ
の
エ
リ
ー
ゼ
を
材
と
し
た
と
さ
れ
る
「
舞
姫
」
の
エ
リ
ス
は
、
作
中
に
お

い
て
「
踊
り
子
」
と
し
て
設
定
さ
れ
る
。
し
か
し
鷗
外
は
こ
の
「
踊
り
子
」
を

し
て
「
恥
づ
か
し
き
業
」
だ
と
す
る
。
家
の
事
情
か
ら
「
充
分
な
る
教
育
も
受

け
ず
」、「
十
五
の
時
」
か
ら
働
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
エ
リ
ス
の
仕
事
を
鷗
外

が
「
耻
」
と
し
た
の
は
、
次
の
よ
う
な
理
由
が
あ
っ
た
。

年
端
の
行
か
な
い
娘
が
そ
の
職
業
を
目
指
す
こ
と
は
き
わ
め
て
少
な
い
。

（
中
略
）
初
舞
台
は
そ
の
ま
ま
高
級
娼
婦
へ
の
初
舞
台
と
も
な
る
。（
中

略
）
パ
ト
ロ
ン
希
望
者
が
現
れ
た
ら
、
女
優
や
踊
り
子
の
母
親
は
で
き
る

か
ぎ
り
巧
み
に
立
ち
回
っ
て
有
利
な
条
件
を
引
き
出
し
、
娘
の
譲
渡
契
約

書
に
サ
イ
ン
す
る
の
で
あ
る⑲
。

　

こ
れ
は
既
存
の
論
に
す
で
に
あ
る
資
料
で
あ
る
が
、
つ
ま
り
踊
り
子
の
実
態

は
、
い
わ
ば
娼
婦
の
そ
れ
と
変
わ
り
は
な
か
っ
た
。
鷗
外
は
そ
れ
ゆ
え
に
「
踊

り
子
」
を
し
て
そ
れ
を
「
恥
づ
か
し
き
業
」
と
し
た
の
で
あ
る
。
エ
リ
ス
の
周

囲
で
「
賤
し
き
限
り
な
る
業
」
に
堕
ち
る
者
が
「
稀
」
で
は
な
か
っ
た
と
い
う

の
は
、
そ
う
し
た
事
情
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
エ
リ
ス
が
勤
め
る
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
座
は
、
一
八
九
一
年
に
廃
座
と
な

っ
た
が
、
か
つ
て
鷗
外
の
第
二
の
下
宿
か
ら
「
歩
い
て
三
〜
四
分
の
距
離⑳
」
に

実
在
し
た
。
こ
の
劇
場
は
、「
一
三
八
〇
の
座
席
数
を
も
つ
大
劇
場
で
、
豪
華

絢
爛
な
出
し
物
で
知
ら
れ
て
い
た㉑
」。
し
か
し
、
鷗
外
が
ベ
ル
リ
ン
に
滞
在
し

て
い
た
頃
、
経
営
状
態
は
決
し
て
よ
く
は
な
く
、
い
ま
ま
さ
に
落
目
に
さ
し
か

か
っ
た
頃
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
植
木
哲
氏⑳
に
よ
る
と
、
同
劇
場
の
一
八
八
八
年
版
配
役
名
簿
に
は
エ

リ
ー
ゼ
に
該
当
し
そ
う
な
人
物
は
見
当
た
ら
ず
、
他
の
劇
場
へ
の
移
籍
に
つ
い

て
も
調
査
を
す
す
め
ら
れ
た
が
、
や
は
り
そ
れ
ら
し
き
人
物
は
み
あ
た
ら
な
か

っ
た
そ
う
で
あ
る
。
鷗
外
が
い
た
一
八
八
〇
年
当
時
、
ベ
ル
リ
ン
市
街
の
劇
場

数
は
ざ
っ
と
三
五
程
あ
っ
た
。
現
段
階
で
こ
れ
を
ど
こ
ま
で
カ
バ
ー
で
き
る
か

は
わ
か
ら
な
い
が
、
と
り
あ
え
ず
現
時
点
で
は
、
エ
リ
ー
ゼ
は
こ
れ
ら
の
場
所

に
は
勤
め
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
私
見
で
あ
る
が
、
エ
リ
ー
ゼ

は
そ
の
記
録
も
残
さ
な
い
よ
う
な
も
っ
と
小
規
模
な
舞
台

0

0

に
た
っ
て
い
た
の
で

は
あ
る
ま
い
か
。
そ
の
よ
う
な
舞
台
の
数
は
具
体
的
に
は
わ
か
ら
な
い
が
、
す

く
な
く
と
も
そ
の
よ
う
な
場
所
が
あ
っ
た
ら
し
い
地
域
は
、
当
時
ヴ
ィ
ク
ト
リ

0

0

0

0

0

ア
座
の
周
辺

0

0

0

0

0

に
ひ
ろ
が
っ
て
い
た
。「
独
逸
日
記
」
一
八
八
七
年
六
月
一
五
日

条
に
よ
る
と
、
鷗
外
が
住
ん
で
い
た
第
二
の
下
宿
付
近
は
「
悪
漢
淫
婦
の
巣

窟
」
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
植
木
氏
の
調
査
に
よ
る
と
、「
実
際
は
下
宿
付
近
は
再
開

発
さ
れ
、
こ
の
よ
う
な
危
険
地
帯
は
さ
ら
に
奥
（
東
）
に
移
動
し
て
い
た⑳
」。

つ
ま
り
、
そ
の
よ
う
な
「Scheunenviertel

（
＝
怖
い
地
域
）」
は
、
ヴ
ィ

ク
ト
リ
ア
座
周
辺
に
移
動
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
勿
論
そ
こ
に
は
、
記
録
に
も
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残
ら
な
い
よ
う
な
舞
台

0

0

も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
で
は
何
故
鷗
外
は
、
エ
リ

ス
の
勤
め
先
を
「
ヰ
ク
ト
リ
ア
座
」
と
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
小
堀
桂

一
郎
氏㉒
が
こ
の
劇
場
の
ラ
ン
ク
は
ベ
ル
リ
ン
市
内
で
は
決
し
て
低
い
も
の
で
は

な
か
っ
た
と
指
摘
さ
れ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
エ
リ
ス
が
決
し
て
い
か
が
わ
し

い
踊
り
子
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
主
張
す
る
た
め
の
虚
構
で
あ
っ
た
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

女
役
者
（
踊
り
子
の
こ
と
：
引
用
者
注
）
も
上
等
の
は
始
終
宮
中
へ
呼
ば

れ
た
り
し
て
、
品
行
も
悪
く
な
い
方
で
す
。
小
芝
居
の
に
な
る
と
マ
ア
日

本
の
女
役
者
と
大
抵
似
た
も
の
で
、
淫
売
見
た
い
な
も
の
で
す
。

（「
作
家
苦
心
談
（
其
十
二
）『
う
た
か
た
の
記
』『
舞
姫
』『
文
つ
か
ひ
』

の
由
来
及
び
逸
話
」『
新
著
月
刊
』
第
八
号
、
一
八
九
七
年
一
一
月
三
日
）

　

鷗
外
の
中
で
は
、
い
ま
や
さ
び
れ
ゆ
く
大
劇
場
の
姿
と
、
最
後
発
狂
と
い
う

結
末
に
追
い
や
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
「
舞
姫
」
の
憐
れ
な
姿
と
が
、
重
な
る
部

分
を
持
っ
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
し
か
し
鷗
外
は
「
舞
姫
」
に
お
い
て
、

ヒ
ロ
イ
ン
を
そ
の
職
業
と
は
相
応
し
か
ら
ぬ
イ
メ
ー
ジ
で
も
っ
て
描
き
あ
げ
て

い
く
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、「
人
」
と
し
て
エ
リ
ー
ゼ
の
行
動
を
み
つ
め
る
鷗

外
の
視
線
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
、
清
ら
か
な
エ
リ
ー
ゼ
像
で
あ
っ
た
。

三
、「
色
彩
」
と
し
て
の
人
物
像

　
「
舞
姫
」
作
中
で
は
、「
低
回
跌
蹰
の
情
」
を
抱
え
て
鬱
々
と
す
る
豊
太
郎
と
、

そ
の
対
極
に
あ
っ
て
一
切
の
私
情
に
動
じ
な
い
相
澤
は
、
所
謂
「
公
か
私
か
」

の
対
照
的
な
構
図
を
成
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
よ
う
な
葛
藤
と
は
無
縁
に
、

全
く
純
粋
な
意
思

0

0

と
し
て
そ
の
存
在
観
を
発
揮
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
、「
舞

姫
」
の
ヒ
ロ
イ
ン
こ
と
エ
リ
ス
で
あ
る
。

　

エ
リ
ス
が
無
垢
で
清
純
な
人
物
と
し
て
形
象
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は

前
章
で
述
べ
た
が
、
無
垢
な
エ
リ
ス
の
性
情
を
示
唆
す
る
も
の
に
、
も
う
一
つ

「
白
」
と
い
う
色
が
あ
る
。「
白
」
と
は
「
真
実
を
訴
え
、
穢
れ
を
知
ら
ぬ㉓
」
こ

と
を
い
う
色
で
あ
る
が
、
こ
と
に
エ
リ
ス
が
そ
の
人
生
の
岐
路
に
立
た
さ
れ
る

次
の
二
場
面
で
は
、
彼
女
の
周
囲
に
「
白
」
と
い
う
色
が
ふ
ん
だ
ん
に
取
り
入

れ
ら
れ
て
い
る
。

余
は
暫
し
茫
然
と
し
て
立
ち
た
り
し
が
（
中
略
）
真
白
に
洗
ひ
た
る
麻
布

（
中
略
）
内
に
は
白
布
を
掩
へ
る
臥
所
あ
り
。

戸
の
外
に
出
迎
え
し
エ
リ
ス
が
母
に
（
中
略
）
机
の
上
に
は
白
き
木
綿
、

白
き
「
レ
エ
ス
」
な
ど
を
堆
く
積
み
あ
げ
た
れ
ば
。

　

エ
リ
ス
は
こ
の
二
場
面
に
お
い
て
、
そ
の
無
垢
な
性
質
を
全
う
し
得
て
い
る
。

こ
こ
で
「
白
」
と
い
う
色
は
、
エ
リ
ス
の
汚
れ
な
き
イ
メ
ー
ジ
を
強
調
す
る
た

め
の
視
覚
的
効
果
を
発
揮
し
て
お
り
、
エ
リ
ス
の
本
質
そ
の
も
の
に
関
わ
る
色

で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

一
方
、
豊
太
郎
は
「
黒
」
と
い
う
色
で
彩
ら
れ
る
。
こ
の
「
黒
」
は
「
白
」

の
対
極
に
あ
っ
て
心
を
千
々
に
乱
し
な
が
ら
「
沈
黙
を
守
る
」
迷
い
の
色
で
あ
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る
。
豊
太
郎
は
そ
の
「
黒
が
ね
の
額
」
の
下
で
「
公
」
か
「
私
」
か
の
両
極
に

引
き
裂
か
れ
、
悩
み
憂
う
る
。「
低
回
跌
蹰
」
の
情
に
迷
い
続
け
る
豊
太
郎
は

ま
さ
に
「
混
迷
」
の
人
で
あ
っ
て
、「
黒
」
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。

　

ち
な
み
に
「
白
」
は
光
の
波
長
を
全
て
反
射
す
る
が
ゆ
え
に
「
白
」
と
な
り
、

「
黒
」
は
光
の
波
長
を
全
て
吸
収
す
る
が
ゆ
え
に
「
黒
」
と
な
る
。
そ
し
て
こ

の
究
極
の
色
と
色
と
は
、
決
し
て
相
容
れ
る
こ
と
は
な
い
。「
舞
姫
」
で
は
こ

の
「
白
」
と
「
黒
」
が
せ
め
ぎ
あ
い
、
妥
協
点
を
み
い
だ
し
え
ぬ
現
実
の
中
で

「
黒
」
は
混
迷
の
う
ち
に
卒
倒
し
、「
白
」
は
そ
の
白
さ
を
貫
徹
す
る
た
め
、

「
発
狂
」
と
い
う
ラ
ス
ト
を
迎
え
る
こ
と
と
な
る
。

　
「
偽
り
な
き
我
心
を
厚
く
信
じ
」、
母
親
を
縁
者
に
預
け
置
い
て
、
お
腹
の
子

と
と
も
に
日
本
に
渡
ら
ん
こ
と
を
決
め
て
い
た
エ
リ
ス
は
、
相
澤
か
ら
事
の
顛

末
を
知
り
、「
我
豊
太
郎
ぬ
し
、
か
く
ま
で
に
我
を
ば
欺
き
玉
ひ
し
か
」
と
一

声
叫
ん
で
発
狂
す
る
。
エ
リ
ス
の
発
狂
は
決
定
的
で
あ
っ
た
。
発
狂
が
決
定
的

0

0

0

で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
現
実
に
お
い
て
も
は
や
「
白
」
で
在
り
続
け
る
こ
と

の
難
し
く
な
っ
た
エ
リ
ス
の
性
情
が
保
護
さ
れ
た

0

0

0

0

0

と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
つ

ま
り
エ
リ
ス
は
、
逃
れ
よ
う
の
な
い
現
実
を
前
に
「
発
狂
」
す
る
こ
と
で
そ
の

「
白
」
さ
を
貫
徹
し
た
の
で
あ
る
。
鷗
外
は
、
そ
の
よ
う
に
エ
リ
ス
の
生
き
様

を
徹
底
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
エ
リ
ス
が
、
ひ
い
て
は
そ
の
材
と
な
っ
た
エ

リ
ー
ゼ
が
、
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
っ
た
の
か
を
こ
こ
に
示
そ
う
と
し
た
の
で

は
な
か
っ
た
か
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
後
の
作
品
と
あ
い
ま
っ
て
、「
色
」
と
し

て
の
象
徴
性
で
も
っ
て
巧
み
に
示
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　
「
舞
姫
」
以
後
の
作
品
に
は
、
し
ば
し
ば
か
の
エ
リ
ー
ゼ
を
彷
彿
と
さ
せ
る

女
性
（
以
下
こ
れ
を
〈
エ
リ
ー
ゼ
〉
と
す
る
）
が
登
場
す
る
。
こ
れ
ら
の
女
性

の
描
写
は
共
通
す
る
要
素
を
も
っ
て
い
る
が
故
に
、
鷗
外
研
究
の
場
で
は
エ
リ

ー
ゼ
の
残
像
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
こ
こ
で
指
摘
し
た
い
の
は
、「
灰

色
」
と
い
う
も
う
一
つ
の
要
素
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
い
う
「
灰
色
の
女
」
と
は
、
そ
の
身
体
描
写
の
ど
こ
か
に
「
灰

（
鼠
）
色
」
を
ま
と
う
女
性
を
意
味
し
、
こ
の
「
灰
色
の
女
」
と
し
て
の
〈
エ

リ
ー
ゼ
〉
と
他
の
〈
エ
リ
ー
ゼ
〉
と
の
決
定
的
な
違
い
は
、
そ
こ
に
感
情
の
発

露
が
あ
る
か
ど
う
か
、
と
い
っ
た
点
に
あ
る
。
単
な
る
映
像
と
し
て
描
か
れ
た

〈
エ
リ
ー
ゼ
〉
の
姿
は
い
っ
て
み
れ
ば
記
憶
の
一
断
片
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し

こ
の
カ
タ
チ
に
感
情
の
作
用
が
加
わ
っ
た
時
、
そ
れ
は
忽
ち
「
灰
色
」
へ
と
変

貌
す
る
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
は
、「
桟
橋
」（
一
九
一
〇
年
三
月
八
日
）
を
含
め
「
普
請
中
」（
一

九
一
〇
年
六
月
）、「
杯
」（
一
九
一
〇
年
一
月
）、「
電
車
の
窓
」（
一
九
一
〇
年

一
月
）、「
雁
」（
一
九
一
一
年
九
月
）
の
五
作
品
が
取
り
あ
げ
、「
舞
姫
」
関
連

作
で
あ
る
と
し
て
検
討
し
た
い
が
、
こ
れ
ら
の
作
品
に
共
通
す
る
の
は
、
こ
の

「
灰
色
の
女
」
で
あ
る
。

　
「
普
請
中
」
は
、
す
で
に
そ
の
関
連
性
が
た
び
た
び
指
摘
さ
れ
る
作
品
で
あ

る
が
、
こ
の
作
品
に
は
「
鼠
色
の
長
い
着
物
式
の
上
衣
」
と
、
そ
れ
と
同
じ
色
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の
「
ジ
ュ
ポ
ン
」
を
ま
と
い
、
築
地
精
養
軒
ホ
テ
ル
の
一
室
で
、
か
つ
て
の
関

係
を
「
独
逸
語
」
で
仄
め
か
す
女
の
姿
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
「
杯
」
に
は
、

「
第
八
の
娘
」
と
呼
ば
れ
る
「
灰
色
の
女
」
が
登
場
す
る
。

　
「
杯
」
に
は
、
ま
ず
「
七
人
の
娘
」
が
登
場
す
る
。
娘
ら
は
み
な
お
揃
い
の

「
真
赤
な
、
幅
の
広
い
リ
ボ
ン
」
を
結
び
、「
お
揃
い
の
、
藍
色
の
勝
つ
た
湯
帷

子
」
を
着
、「
お
揃
い
の
、
赤
い
端
緒
の
草
履
」
を
履
い
た
、
年
端
も
い
か
ぬ

和
装
の
日
本
人
娘
で
あ
る
。
が
、
後
か
ら
遅
れ
て
や
っ
て
き
た
「
第
八
の
娘
」

は
、「
背
は
七
人
の
娘
よ
り
は
高
」
く
、
年
も
「
十
四
五
」
ぐ
ら
い
で
、「
黄
金

0

0

色
の
髪

0

0

0

」
に
「
黒
い
リ
ボ
ン
」
を
ま
き
、「
サ
ン
ト
オ
レ
ア
の
花
の
や
う
な
青0

い
目

0

0

」
を
し
て
い
る
。
無
論
彼
女
は
日
本
人
で
は
な
い
。
そ
し
て
彼
女
は
「
鼠

色
の
洋
服
」
を
き
て
い
る
。
こ
の
「
灰
色
の
女
」
は
、
先
に
い
た
娘
達
か
ら
露

骨
な
敵
意
を
受
け
る
が
、「
憐
の
声
」
を
う
け
た
時
、
深
く
鋭
い
声
を
放
つ
。

「M
O
N
. V
ERRE. N

'EST
. PA

S. GRA
N
D
. M
A
IS. JE. BO

IS. 

D
A
N
S. M

O
N
. V
ERRE

」

　

言
葉
こ
そ
通
ぜ
ぬ
も
の
の
、
彼
女
の
い
わ
ん
と
す
る
こ
と
は
態
度
に
示
さ
れ

て
い
た
。
こ
の
「
灰
色
の
女
」
の
態
度
に
は
、
か
の
エ
リ
ー
ゼ
が
み
せ
た
「
事

破
る
」
を
彷
彿
と
さ
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
こ
の
「
灰
色
の
女
」
の
姿
は
、

続
く
「
電
車
の
窓
」
や
「
雁
」
に
も
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
「
電
車
の
窓
」
の
女
は
、「
鼠
の
縞
羅
紗
の
コ
オ
ト
」
を
着
て
い
る
。
停
留
場

で
電
車
待
ち
を
す
る
女
の
顔
は
「
美
し
い
が
、
殆
血
の
色
の
無
い
、
寂
し
い

顔
」
で
あ
る
。「
女
」
は
「
僕
」
に
だ
け
心
の
う
ち
を
語
り
か
け
て
く
る
。
そ

れ
も
決
し
て
す
べ
て
を
語
る
の
で
は
な
い
、
む
し
ろ
言
葉
よ
り
雄
弁
で
あ
っ
た

の
は
、
そ
の
物
言
わ
ぬ
眼
の
ほ
う
で
あ
っ
た
。「
雁
」
に
も
、
そ
う
し
た
眼
に

注
目
し
た
描
写
が
あ
る
が
、
こ
の
「
石
の
や
う
に
凝
つ
て
ゐ
た
」
と
い
う
描
写

に
つ
い
て
は
、
山
崎
国
紀
氏㉔
が
す
で
に
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
似
た
描
写
要
素

を
反
復
す
る
と
い
っ
た
点
で
、「
舞
姫
」
と
の
関
連
性
を
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

た
だ
し
、「
桟
橋
」
に
は
こ
う
し
た
「
灰
色
の
女
」
の
姿
は
な
い
。「
桟
橋
」

は
そ
の
内
容
か
ら
す
で
に
「
舞
姫
」
と
の
関
連
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
も
の
で

あ
る
が
、
こ
の
作
品
に
「
灰
色
の
女
」
が
み
ら
れ
な
い
の
は
、
作
品
の
視
線
が

常
に
一
貫
し
て
見
送
る
側
に
あ
り
、
見
送
ら
れ
る
側
の
心
理
に
は
踏
み
込
ま
な

い
と
い
う
構
想
を
も
つ
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。「
桟
橋
」
で
は
あ
く
ま
で
見

送
る
側
が
主
体
で
、
作
品
の
主
観
も
そ
れ
に
基
づ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

五
作
品
の
〈
エ
リ
ー
ゼ
〉
の
表
情
は
み
な
ど
こ
か
沈
鬱
で
あ
る
。
そ
れ
は
あ

の
「
後
追
い
事
件
」
の
時
に
鷗
外
が
み
た
表
情
そ
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

い
う
な
れ
ば
、「
灰
色
」
と
は
鷗
外
に
よ
る
エ
リ
ー
ゼ
の
感
情
の
理
解
の
一
端

を
示
す
象
徴
的
な
意
味
を
担
う
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で

き
よ
う
。
そ
し
て
ま
た
そ
れ
は
、「
黒
」
と
交
わ
っ
た
が
ゆ
え
に
た
ど
ら
ね
ば

な
ら
な
か
っ
た
「
白
」
の
結
末
で
も
あ
っ
た
。
鷗
外
の
脳
裏
一
点
の
翳
と
な
っ

た
こ
の
「
灰
色
」
の
姿
は
、
今
ま
さ
に
「
公
」
に
生
き
る
鷗
外
の
心
の
中
に
人

知
れ
ぬ
「
恨
」
と
な
っ
て
残
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
人
知
れ
ぬ
傷
跡
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四
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四
五

の
痛
み
を
癒
す
術
の
な
か
っ
た
鷗
外
が
選
ん
だ
結
論
は
、
歩
む
べ
き
現
実
の
為

に
、
痛
み
を
感
ぜ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
「
私
」
を
切
り
捨
て
て
い
く
こ
と
で
あ

っ
た
。

お
わ
り
に

自
分
に
は
単
に
我
が
無
く
な
る
と
い
ふ
こ
と
丈
な
ら
ば
、
苦
痛
と
は
思
は

れ
な
い
。
只
刃
物
で
死
ん
だ
ら
、
其
刹
那
に
肉
体
の
痛
み
を
覚
え
る
だ
ら

う
と
思
ひ
、
病
や
薬
で
死
ん
だ
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
病
症
薬
性
に
相
応
し
て
、

窒
息
す
る
と
か
い
ふ
苦
み
を
覚
え
る
だ
ら
う
と
思
ふ
の
で
あ
る
。
自
我
が

無
く
な
る
為
め
の
苦
痛
は
無
い
。 

（「
妄
想
」『
全
集
』
第
三
五
巻
）

　

自
我
を
な
く
す
る
こ
と
に
痛
み
と
い
う
も
の
は
な
い
。
そ
う
言
い
放
つ
鷗
外

は
、
ど
こ
か
恬
淡
と
す
ら
し
て
い
る
。
し
か
し
ど
こ
か
苦
々
し
い
こ
の
言
葉
は
、

そ
う
と
す
ら
言
い
放
っ
て
し
ま
え
る
ほ
ど
に
、
鷗
外
が
そ
の
内
面
に
人
知
れ
ぬ

痛
み
を
抱
え
て
い
た
こ
と
を
同
時
に
物
語
っ
て
い
る
。

　

鷗
外
は
知
っ
て
い
た
。
肉
体
を
殺
傷
す
る
と
き
に
は
そ
の
肉
体
に
相
応
の
痛

み
が
あ
り
、
精
神
を
殺
傷
せ
ら
れ
る
と
き
に
は
、
そ
の
精
神
に
激
し
い
痛
み
が

あ
る
こ
と
を
。
精
神
の
死
に
物
理
的
な
痛
み
は
な
い
。
自
我
が
無
く
な
る
為
の

肉
体
的
な
痛
み
は
な
い
。
肉
体
的
な
痛
み
は
他
か
ら
も
そ
れ
と
知
れ
る
も
の
で

あ
る
が
、
精
神
の
痛
み
は
そ
の
限
り
で
は
な
い
。「
只
刃
物
で
死
ん
だ
ら
」
と

の
言
葉
の
苦
々
し
さ
は
、
つ
ま
り
こ
こ
に
あ
る
。

　

私
は
こ
の
論
文
に
お
い
て
、「
舞
姫
」
に
ま
つ
わ
る
そ
の
一
連
の
事
項
に
つ

い
て
ひ
と
つ
の
試
論
を
展
開
し
て
き
た
。
し
か
し
鷗
外
の
作
品
を
私
的
側
面
か

ら
と
ら
え
る
論
も
、
も
は
や
膠
着
状
態
迎
え
つ
つ
あ
る
。
今
後
は
、
こ
う
し
た

読
み
の
限
界
を
越
え
た
、
新
た
な
切
り
口
の
模
索
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
で
あ

ろ
う
。―

勿
論
、
失
わ
れ
た
「
存
徳
記
」
へ
の
未
練
も
、
簡
単
に
断
ち
切
る

わ
け
に
は
い
か
な
い
の
だ
が
。

注①　

嘉
部
嘉
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「
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Ⅲ
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燈
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独
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⑧　

鈴
木
貞
美
「『
舞
姫
』
覚
書
」（「
森
鷗
外
研
究
」
四
、
一
九
九
一
年
二
月
、
和
泉



森
鷗
外
「
舞
姫
」
試
論 

四
六

書
院
）

⑨　

石
井
良
助
『
太
政
官
日
誌
』
第
六
巻
、
二
九
〇
頁
〜
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八
年
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、
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）
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小
堀
桂
一
郎
『
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日
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』
第
四
章
：
三
つ
の
創
作
、
四
五
一
頁
〜
五
四

五
頁
（
一
九
六
九
年
一
〇
月
一
〇
日
、
東
京
大
学
出
版
会
）
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岩
井
寛
『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ブ
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ク
ス
四
九
二　

色
と
形
の
深
層
心
理
』
第
二
章
：
白
の
真

実
、
四
九
頁
〜
六
一
頁
（
一
九
八
六
年
一
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初
版
）、
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九
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四
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（
一
九
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版
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山
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国
紀
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鷗
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森
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第
八
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：
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〜
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九
五
頁
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九
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、
人
文
書
院
）

＊
付
記
＊　

本
稿
で
は
、
岩
波
書
店
第
三
次
『
鷗
外
全
集
』
全
三
八
巻
（
一
九
七
一
年

一
一
月
二
二
日
〜
一
九
七
五
年
六
月
二
八
日
）
を
底
本
と
す
る
。
ま
た
引
用
に
際

し
、
旧
漢
字
に
つ
い
て
は
適
宜
新
漢
字
に
改
め
た
。


